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問題 以下の問に答えよ。

直線上で距離Lだけ離れた 2地点 P，Qを考える。時刻 t = 0に初速 cAで Pを出発してQに向かって動き出した移

動体Aの時刻 tでの速度が，vA(t) = cAe¡kt であるとする。ただし，cA も kも正の定数である。時刻TにAがい

る地点を Rとする。同時刻Tに Rを出発し Qに向かう移動体 Bの，時刻 t(¸ T)での速度は vB(t) = cBe¡k(t¡T)

であるとする。ただし，cB は正の定数である。以下の問いに答えよ。

(1) 移動体 A，Bの時刻 tまでの移動距離をそれぞれ xA(t)，xB(t)で表す。t ¸ 0に対し xA(t)を，t ¸ Tに対

し xB(t)を求めよ。さらに，移動体 A，Bの移動可能距離の上限，すなわち以下に定義する量 LA，LB を求

めよ。

LA = lim
t!1
xA(t)，LB = lim

t!1
xB(t)

(2) LA <L，LB <L，LA + LB >Lの条件のもとで，移動体 Bが Qに到達する時刻を t0 とする。t0 が最小と

なるような Rが定まる。そのときの PR間の移動を LA，LB，Lを用いて表せ。
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